
○小牧市都市景観条例施行規則  

平成１３年３月２８日  

規則第１６号  

改正  平成１７年３月３０日規則第３８号  

平成１９年１２月２７日規則第５２号  

平成２２年３月２６日規則第５号  

平成２８年３月２５日規則第１４号  

令和元年７月１日規則第４０号  

令和元年９月１８日規則第５２号  

（趣旨）  

第１条  この規則は、小牧市都市景観条例（平成１３年小牧市条例第１５

号。以下「条例」という。）の施行について必要な事項を定めるものと

する。  

（工作物）  

第２条  条例第２条第２号の規則で定めるものは、次に掲げるものとする。 

(1) 街灯及び照明灯  

(2) 道路又は公園に設置される公衆電話所、バス停留所、標識、アーチ、

アーケード、ベンチ及びごみ入れ  

(3) 橋りょう、高架道路及び高架鉄道  

(4) 擁壁、護岸及び堤防  

(5) 鉄筋コンクリート造りの柱、鉄柱及び木柱  

(6) 電気供給若しくは有線電気通信のための電線路又は空中線の支持物  

(7) 野球場、テニスコート等の運動施設  

(8) 駐車場及び自動車ターミナル  

(9) 煙突、塔及び高架水槽  

(10) 花壇及び噴水  

(11) ごみ等の集積場  

(12) 垣、さく及び門  

(13) 日よけテント  



(14) 物干場  

(15) アンテナ  

(16) その他前各号に掲げるものに類するもの  

（重点区域内における行為の届出）  

第３条  条例第１３条第１項の規定による届出をしようとする者は、都市

景観形成重点区域内行為届出書（様式第１。以下「重点区域内届出書」

という。）及び図面をそれぞれ２通市長に提出しなければならない。  

２  前項の図面の種類及びその図面に明示すべき事項は、条例第１３条第

１項各号に掲げる行為の区分に応じ、別表第１に掲げるものとする。た

だし、市長が特に必要がないと認めるものについては、この限りでない。  

３  市長は、前項に規定する図面のほか、必要と認める図面の添付を求め

ることができる。  

４  重点区域内届出書の提出は、当該行為に係る行政上の手続（法令の規

定により、当該行為に着手する前に行政庁等に対して行うこととされて

いる手続をいう。以下同じ。）に着手しようとする日の４週間前（行政

上の手続を要しない行為にあっては、当該行為に着手しようとする日の

４週間前）までに行わなければならない。  

５  前各項の規定は、届け出た内容を変更しようとする場合について準用

する。  

（届出を要しない行為）  

第４条  条例第１３条第２項第１号の規則で定めるものは、次に掲げるも

のとする。  

(1) 次に掲げる建築物の新築、増築、改築、移転、除却、模様替え又は

外壁面の色彩の変更  

ア  工事を施工するために現場に設ける事務所、材料置場その他これら

に類する建築物で仮設のもの  

イ  地下に設けるもの  

(2) 次に掲げる工作物の新設、増設、改造、移転、除却、模様替え又は

外観の色彩の変更  



ア  仮設のもの  

イ  地下に設けるもの  

ウ  都市景観形成重点区域整備基準において規模、位置、色彩及び形態

のいずれの事項も定められていないもの  

(3) 愛知県屋外広告物条例（昭和３９年愛知県条例第５６号）第６条第

１項各号及び第２項各号に掲げる広告物又は広告物を掲出する物件の

設置、改造、移転、内容の変更等をするもの  

(4) 次に掲げる土地の形質の変更  

ア  高さが１．５メートルを超えるのりを生ずる切土又は盛土を伴わな

いもの  

イ  既存の建築物又は工作物の管理のために必要な土地の形質の変更  

ウ  農林漁業を営むために行う土地の形質の変更  

(5) 次に掲げる木竹の伐採又は植栽  

ア  枝打ち、間伐、整枝等木竹の保育のために通常行われる木竹の伐採  

イ  枯朽した木竹又は危険な木竹の伐採  

ウ  自家の生活の用に充てるために必要な木竹の伐採又は植栽  

エ  生け垣又は庭木の伐採又は植栽  

（都市計画事業の施行に準ずる行為）  

第５条  条例第１３条第２項第３号の規則で定めるものは、都市計画法（昭

和４３年法律第１００号）第４条第６項に規定する都市計画施設を管理

することとなる者が当該都市計画施設に関する都市計画に適合して行う

行為とする。  

（大規模建築物等の新築等の届出）  

第６条  条例第１６条第１項の規定による届出をしようとする者は、大規

模建築物等の新築等の届出書（様式第２）及び図面をそれぞれ２通市長

に提出しなければならない。  

２  前項の図面の種類及びその図面に明示すべき事項は、別表第２左欄に

掲げる行為の区分に応じ、それぞれ同表中欄及び右欄に掲げるものとす

る。ただし、市長が特に必要がないと認めるものについては、この限り



でない。  

（条例第１６条第１項第４号の規則で定めるもの）  

第７条  条例第１６条第１項第４号の規則で定めるものは、次に掲げるも

のとする。  

(1) 地上からの高さが５メートルを超える高架道路及び高架鉄道  

(2) 幅員が４メートルを超え、又はその延長が１０メートルを超える橋

りょう、横断歩道橋及びこ線橋  

(3) その他市長が指定し、告示したもの  

（団体規約の要件）  

第８条  条例第１９条第１項第４号の規則で定める事項は、次に掲げるも

のとする。  

(1) 目的  

(2) 名称  

(3) 活動区域  

(4) 活動内容  

(5) 事務所の所在地  

(6) 構成員に関する事項  

(7) 役員の定数、任期、職務の分担及び選挙又は選任に関する事項  

(8) 会議に関する事項  

(9) 事業年度  

(10) 費用の分担に関する事項  

(11) 会計に関する事項  

（景観団体の認定の申請）  

第９条  条例第１９条第２項の規定による認定の申請をしようとするもの

は、都市景観団体認定申請書（様式第３）に、次に掲げる書類を添えて

市長に提出しなければならない。  

(1) 団体の規約  

(2) 団体の活動区域を示す図面  

(3) 団体の役員の氏名及び住所を記した書類  



(4) 認定の申請をしようとする者が当該団体の代表者（以下「団体代表

者」という。）であることを証する書類  

(5) その他市長が必要と認める書類  

（景観団体の認定等の通知）  

第１０条  市長は、条例第１９条第２項の規定による申請があったときは、

速やかに認定の可否を決定し、景観団体の認定をしたときは都市景観団

体認定通知書（様式第４）により、認定をしなかったときはその旨を記

載した文書により団体代表者に通知するものとする。  

（景観団体の認定の取消し）  

第１１条  市長は、条例第２０条の規定により景観団体の認定を取り消し

たときは、速やかに都市景観団体認定取消通知書（様式第５）により団

体代表者に通知するものとする。  

（審議会）  

第１２条  小牧市都市景観審議会（以下「審議会」という。）に会長を置

き、委員の互選により定める。  

２  会長は、会務を総理する。  

３  会長に事故があるときは、会長があらかじめ指名する委員がその職務

を代理する。  

第１３条  審議会の会議は、会長が招集する。  

２  審議会は、委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数が出席しなけ

れば会議を開くことができない。  

３  審議会の議事は、出席した委員及び議事に関係のある臨時委員の過半

数をもって決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。  

第１４条  審議会の庶務は、都市政策部都市計画課において処理する。  

（雑則）  

第１５条  この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。  

附  則  

この規則は、平成１３年４月１日から施行する。ただし、第３条から第

７条までの規定は、平成１４年４月１日から施行する。  



附  則（平成１７年規則第３８号）  

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。  

附  則（平成１９年規則第５２号）  

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。  

附  則（平成２２年規則第５号）抄  

（施行期日）  

１  この規則は、平成２２年４月１日から施行する。  

附  則（平成２８年規則第１４号）  

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。  

附  則（令和元年規則第４０号）  

この規則は、公布の日から施行する。  

附  則（令和元年規則第５２号）  

この規則は、公布の日から施行する。  

別表第１（第３条関係）  

行為の種類  図面の種類  明示すべき事項  

条例第１３条第１項各号に

掲げる行為の区分  

建築物の新築、増築、改築、

移転、除却、大規模な模様

替え又は外壁面の色彩の変

更  

位置図  方位及び行為地  

配置図  敷地の境界線、建築物の位置、縮

尺及び方位  

平面図  各階間取り及び用途  

全体の立面

図  

仕上げ方法、色彩（着色）、縮尺、

方位及び高さ  

現況写真  行為地及びその周辺状況  

工作物の新設、増設、改造、

移転、除却、大規模な模様

替え又は外観の色彩の変更  

位置図  方位及び行為地  

配置図  敷地の境界線、工作物の位置、縮

尺及び方位  

平面図  主要部分の材料の種別  



全面の立面

図  

仕上げ方法、色彩（着色）、縮尺

及び高さ  

現況写真  行為地及びその周辺状況  

広告物の表示、移転若しく

はその内容の変更又は広告

物を掲出する物件の設置、

改造、移転若しくは色彩の

変更  

位置図  方位及び行為地  

配置図  敷地の境界線、広告物又は広告物

を掲出する物件の位置及び縮尺  

全面の立面

図  

仕上げ方法、色彩（着色）、縮尺

及び高さ  

現況写真  行為地及びその周辺状況  

土地の形質の変更  位置図  方位及び行為地  

平面図  方位、行為地の境界線、断面の位

置及び切土、盛土その他の表示  

断面図  行為前後の土地の状況を対比でき

る縦断面及び横断面  

現況写真  行為地及びその周辺状況  

木竹の伐採又は植栽  位置図  方位及び行為地  

平面図  方位、木竹の位置及び伐採又は植

栽の区域  

現況写真  行為地及びその周辺状況  

別表第２（第６条関係）  

行為の種類  図面の種類  明示すべき事項  

条例第１６条第１項に規定

する行為  

建築物の新築、増築、改築、

大規模な模様替え又は外観

の過半にわたる色彩の変更  

位置図  方位及び行為地  

配置図  敷地の境界線、建築物の位置、縮

尺及び方位  

平面図  各階の間取り及び用途  

全面の立面仕上げ方法、色彩（着色）、縮尺、



図  方位及び高さ  

完成予想図  建築物及びその周辺状況  

現況写真  行為地及びその周辺状況  

工作物の新設、増設、改造、

大規模な模様替え又は外観

の過半にわたる色彩の変更  

位置図  方位及び行為地  

配置図  敷地の境界線、工作物の位置及び

縮尺  

平面図  主要部分の材料の種別  

全面の立面

図  

仕上げ方法、色彩（着色）、縮尺

及び高さ  

完成予想図  工作物及びその周辺状況  

現況写真  行為地及びその周辺状況  

広告物及び広告物を掲出す

る物件の新設、増設、改造、

大規模な模様替え又は外観

の過半にわたる色彩の変更  

位置図  方位及び行為地  

配置図  敷地の境界線、広告物又は広告物

を掲出する物件の位置及び縮尺  

全面の立面

図  

仕上げ方法及び色彩（着色）、縮

尺及び高さ  

完成予想図  広告物又は広告物を掲出する物件

及びその周辺状況  

現況写真  行為地及びその周辺状況  

その他の行為  位置図  方位及び行為地  

配置図  敷地の境界線、工作物の位置及び

縮尺  

平面図  主要部分の材料の種別  

全面の立面

図  

仕上げ方法、色彩（着色）、縮尺

及び高さ  

完成予想図  周辺状況  

現況写真  行為地及びその周辺状況  



 



 



 



 



 



様式第１（第３条関係）  

様式第２（第６条関係）  

様式第３（第９条関係）  

様式第４（第１０条関係）  

様式第５（第１１条関係）  

 


